
 

 

 

 

平成 26 年 9 月 日 

 

公立大学の力を活かした地域活性化についての事例等に関する調査 

（素案） 

 

公立大学協会は昨年、地方自治体における公立大学の積極的活用に関し調査研究を行い、

その結果について 5月の定時総会で報告いたしました。 

この調査研究を踏まえ、このたび、総務省、文部科学省、全国公立大学設置団体協議会

及び公立大学協会の四者に有識者を交えた研究会を組織し、公立大学の力を活かした地域

活性化をテーマに新たな検討を開始することとなりました。 

検討において、公立大学が持つ資源の活用について現状と課題を把握するために、地域

の知の拠点である公立大学が、地方公共団体や企業、民間団体等とどのように連携し教育

研究活動の成果を地域に還元しているか、その取組みや課題について別添のとおり調査を

行うこととなりましたので、ご協力よろしくお願い申し上げます。 

また、貴大学を設置する（公立大学法人を設立する）自治体と協議の上、別添調査票を

作成いただくようお願いします。 

本調査において提供いただいた事例や課題については、検討用資料として研究会におい

て活用するとともに、必要に応じ、公立大学のプレゼンス向上のための資料として各方面

に提供させていただきますので、予めご了承願います。 
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【
Ⅰ
　
官
学
産
金
民
の
連
携
に
関
す

る
体
制
等
】

部
署

名
専

任
ス

タ
ッ

フ
数

所
掌

事
項

大
学

設
置

団
体

　
官
学
産
金
民
の
連
携
に
関
し
て
、

貴
大
学
及
び
、
貴
大
学
を
設
置
す
る
（
公
立
大
学
法
人
を
設
立
す
る
）
自
治
体
の
担
当
部
署
の
名
称
と
組
織
、

所
掌
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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【
Ⅱ

　
官

学
産

金
民

の
連

携
に

取
り

組
ん

で
い

る
公

立
大

学
に

お
け

る
活

動
事

例
に

つ
い

て
】

　
貴

大
学

に
お

い
て

、
現

在
、

地
域

活
性

化
や

地
域

課
題

解
決

の
た

め
の

取
組

み
（

計
画

を
含

む
）

に
関

し
、

下
記

の
対

象
に

該
当

す
る

も
の

が
あ

る
場

合
は

、
表

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

取
組

の
概

要
資

料
を

提
供

願
い

ま
す

。
（

取
組

事
例

が
３

つ
以

上
あ

る
場

合
は

、
適

宜
行

を
追

加
し

て
く

だ
さ

い
）

 
（

対
象

と
な

る
取

組
み

）

 
○

　
公

立
大

学
と

地
方

公
共

団
体

等
（

地
元

企
業

、
金

融
機

関
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

民
間

団
体

等
）

が
連

携
す

る
地

域
活

性
化

の
た

め
の

取
組

み
で

あ
る

こ
と

○
　

地
域

活
性

化
の

た
め

の
取

組
み

と
は

、
下

記
に

掲
げ

る
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

を
指

す

 　
①

　
地

場
産

業
の

振
興

（
地

場
産

品
の

ブ
ラ

ン
ド

化
、

観
光

資
源

の
発

見
等

、
各

地
域

の
産

業
振

興
へ

の
取

組
や

そ
れ

に
必

要
な

人
材

育
成

）

 　
②

　
地

域
の

定
住

促
進

（
若

者
定

着
へ

の
取

組
、

新
た

な
雇

用
創

出
等

、
地

域
か

ら
の

人
口

流
出

の
抑

制
に

資
す

る
取

組
）

 
 

　
③

　
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
再

生
（

地
域

医
療

・
福

祉
・

保
健

の
向

上
、

子
育

て
支

援
、

世
代

間
交

流
等

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
再

生
に

資
す

る
取

組
）

　
④

　
そ

の
他

（
環

境
保

全
、

防
災

・
減

災
等

、
①

か
ら

③
に

は
当

て
は

ま
ら

な
い

が
地

域
の

課
題

解
決

に
む

け
た

取
組

）

 ○
　

複
数

年
に

わ
た

り
継

続
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

取
組

（
計

画
を

含
む

）
で

あ
る

こ
と

大
学

記
入

欄
⇒

指
標

名
取

組
に

よ
る

効
果

(
例

：
H
○

年
→

H
△

年
＋

○
○

人
)

事
例

１

事
例

２

事
例

３

事
例

４

事
例

５

事
例

６

事
例

７

事
例

８

事
例

９

事
例

１
０

※
１

　
取

組
に

従
事

す
る

教
職

員
の

中
に

、
専

任
教

職
員

が
い

る
場

合
は

、
そ

の
人

数
を

（
　

）
書

き
す

る
こ

と
。

※
２

　
年

間
事

業
費

欄
の

記
入

に
あ

た
っ

て
は

、
下

記
に

留
意

す
る

こ
と

。

　
　

・
　

年
間

事
業

費
と

は
、

当
該

取
組

を
実

施
す

る
大

学
か

ら
の

支
出

を
対

象
と

す
る

　
　

・
　

「
う

ち
従

事
す

る
教

職
員

の
人

件
費

」
に

つ
い

て
は

、
従

事
す

る
教

職
員

数
×

単
価

×
日

数
で

算
出

す
る

こ
と

※
３

　
財

源
内

訳
欄

の
記

入
に

あ
た

っ
て

は
、

下
記

に
留

意
す

る
こ

と
。

　
　

・
　

財
源

と
し

て
「

国
庫

補
助

金
」

「
そ

の
他

特
定

財
源

」
を

計
上

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

内
容

（
補

助
金

に
あ

っ
て

は
補

助
金

名
と

所
管

省
庁

名
）

と
そ

の
額

を
備

考
欄

に
記

入
す

る
こ

と
。

　
　

・
　

「
う

ち
地

方
自

治
体

の
補

助
金

」
に

は
、

使
途

の
定

め
の

無
い

運
営

費
交

付
金

は
含

ま
な

い
。

大
学

名
取

組
に

お
け

る
大

学
の

果
た

す
主

な
役

割

取
組

期
間

（
例

：
H
○

年
～

H
△

年
）

取
組

の
根

拠
（

当
該

取
組

の
根

拠
と

な
っ

た
、

協
定

や
契

約
の

名
称

と
締

結
者

を
記

入
）

取
組

の
内

容
取

組
の

目
的

取
組

の
経

緯
（

当
該

取
組

が
開

始
さ

れ
る

ま
で

の
動

き
等

）

取
組

の
効

果
（

具
体

的
な

指
標

の
提

示
が

困
難

な
場

合
は

、
定

性
的

な
効

果
を

記
述

）
継

続
し

た
取

組
に

な
る

よ
う

な
工

夫

分
類

（
①

～
④

を
記

入
）

取
組

名
称

（
計

画
の

場
合

は
、

取
組

名
称

の
末

尾
に

【
計

画
】

と
記

入
す

る
こ

と
）

大
学

設
置

団
体

名
（

公
立

大
学

法
人

の
場

合
は

、
当

該
法

人
の

設
立

団
体

）
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事
例

１

事
例

２

事
例

３

事
例

４

事
例

５

事
例

６

事
例

７

事
例

８

事
例

９

事
例

１
０

【
Ⅱ

　
官

学
産

金
民

の
連

携
に

取
り

組
ん

で
い

る
公

立
大

学
に

お
け

る
活

動
事

例
に

つ
い

て
】

大
学

設
置

団
体

記
入

欄
⇒

う
ち

従
事

す
る

職
員

の
人

件
費

う
ち

旅
費

う
ち

物
件

費
う

ち
委

託
費

う
ち

補
助

金
う

ち
国

庫
補

助
金

う
ち

地
方

自
治

体
の

補
助

金

う
ち

そ
の

他
特

定
財

源
備

考
う

ち
大

学
へ

の
補

助
金

う
ち

国
庫

補
助

金

う
ち

そ
の

他
特

定
財

源
備

考

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

年
間

事
業

費
（

千
円

）
年

間
事

業
費

（
千

円
）

　
※

２

取
組

に
お

け
る

設
置

団
体

の
果

た
す

主
な

役
割

当
該

地
域

課
題

に
係

る
対

応
策

の
計

画
等

へ
の

位
置

付
け

（
総

合
計

画
、

教
育

振
興

計
画

、
法

人
の

中
期

目
標

等
）

設
置

団
体

が
抱

え
る

地
域

課
題

取
組

に
従

事
す

る
大

学
協

職
員

数
（

人
）

※
１

事
業

費
の

財
源

内
訳

（
千

円
）

　
※

３
事

業
費

の
財

源
内

訳
（

千
円

）
　

※
３
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【
Ⅱ

　
官

学
産

金
民

の
連

携
に

取
り

組
ん

で
い

る
公

立
大

学
に

お
け

る
活

動
事

例
に

つ
い

て
】

大
学

記
入

欄
⇒

指
標

名
取

組
に

よ
る

効
果

事
例

１
Ａ

Ａ
大

学
Ｂ

Ｂ
県

Ｅ
Ｅ

市
に

お
け

る
「

も
の

づ
く

り
」

を
通

し
た

産
業

振
興

事
業

①

H
2
1
年

：
Ａ

Ａ
大

学
に

お
い

て
、

地
域

内
事

業
者

の
実

態
調

査
を

実
施

H
2
2
年

：
･
･
･
・

H
2
3
年

：
関

係
者

間
で

協
定

を
締

結

Ａ
Ａ

大
学

の
持

つ
工

学
に

関
す

る
「

知
」

を
キ

ャ
ン

パ
ス

が
立

地
す

る
Ｅ

Ｅ
市

を
中

心
と

し
た

地
域

に
役

立
て

る
べ

く
、

こ
れ

ま
で

の
研

究
活

動
を

ベ
ー

ス
に

、
新

規
製

品
の

開
発

を
図

る

本
学

の
各

研
究

室
が

、
地

域
内

の
事

業
者

と
連

携
し

、
新

製
品

の
開

発
や

販
売

ル
ー

ト
の

開
拓

を
実

施
す

る
（

詳
細

は
別

紙
）

・
『

Ｅ
Ｅ

市
に

お
け

る
「

も
の

づ
く

り
」

を
通

し
た

産
業

振
興

事
業

』
に

係
る

協
定

・
Ａ

Ａ
大

学
、

Ｂ
Ｂ

県
、

(
株

)
Ｈ

Ｈ
社

、
(
株

)
Ｉ

Ｉ
社

H
2
3
年

～
H
2
8
年

・
本

取
組

に
係

る
事

務
局

を
設

置
し

、
関

係
者

間
の

連
絡

調
整

、
取

組
の

進
捗

管
理

を
担

当
・

本
大

学
の

各
研

究
室

に
お

い
て

、
新

製
品

の
開

発
や

販
売

ル
ー

ト
の

開
拓

を
研

究

・
新

製
品

発
表

数
・

新
規

雇
用

者
数

・
新

製
品

発
表

数
　

H
2
2
年

：
０

製
品

→
H
2
5
年

：
1
0
製

品

・
新

規
雇

用
者

数
　

H
2
2
年

：
1
0
人

→
H
2
5
年

：
1
0
0
人

取
組

期
間

終
了

後
も

、
本

大
学

の
各

研
究

室
は

、
連

携
し

た
事

業
者

と
協

力
し

、
取

組
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
う

予
定

事
例

２
Ａ

Ａ
大

学
Ｂ

Ｂ
県

Ａ
Ａ

大
学

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

②

H
2
1
年

：
地

元
進

学
予

定
者

の
ニ

ー
ズ

調
査

。
首

都
圏

の
Ｃ

Ｃ
大

学
等

と
の

協
議

H
2
2
年

：
関

係
者

間
で

協
定

を
締

結

県
内

高
校

生
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
大

学
進

学
時

の
若

年
人

口
の

流
出

を
抑

制
す

る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

用
い

て
、

本
学

に
お

い
て

、
首

都
圏

の
Ｃ

Ｃ
大

学
や

Ｄ
Ｄ

大
学

の
講

義
を

受
講

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

・
『

Ａ
Ａ

大
学

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

』
に

係
る

協
定

・
Ａ

Ａ
大

学
、

Ｂ
Ｂ

県
Ａ

Ａ
市

、
Ｃ

Ｃ
大

学
、

Ｄ
Ｄ

大
学

H
2
1
年

～

・
県

内
高

校
生

の
ニ

ー
ズ

調
査

・
連

携
大

学
と

の
調

整
・

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

を
可

能
と

す
る

施
設

整
備

・
対

象
講

義
受

講
者

数
・

入
学

者
に

占
め

る
、

県
内

出
身

者
の

割
合

・
対

象
講

義
受

講
者

数
　

H
2
0
年

：
0
人

→
H
2
5
年

：
5
0
0
人

・
入

学
者

に
占

め
る

、
県

内
出

身
者

の
割

合
　

H
2
1
年

：
5
0
％

→
H
2
5
年

：
6
0
％

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

に
よ

る
講

義
を

本
学

の
単

位
と

し
て

認
め

る
こ

と
に

よ
り

、
継

続
的

に
学

生
を

集
め

る

事
例

３
Ａ

Ａ
大

学
Ｂ

Ｂ
県

Ａ
Ａ

大
学

に
お

け
る

若
者

定
着

へ
の

取
組

②

H
2
3
年

：
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
調

査
。

地
元

経
済

界
や

Ｂ
Ｂ

県
と

の
協

議 H
2
4
年

：
関

係
者

間
で

協
定

を
締

結

在
学

生
に

対
す

る
地

元
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
を

積
極

的
に

図
り

、
大

学
卒

業
時

の
県

外
へ

の
人

口
流

出
を

抑
制

す
る

・
県

内
企

業
見

学
バ

ス
ツ

ア
ー

の
実

施
、

県
内

商
工

会
議

所
と

の
連

携
に

よ
る

企
業

説
明

会
の

開
催

、
県

内
企

業
に

対
す

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

推
進

等
に

よ
る

、
地

元
企

業
へ

の
就

職
を

推
進

・
『

Ａ
Ａ

大
学

に
お

け
る

若
者

定
着

へ
の

取
組

』
に

係
る

協
定

・
Ａ

Ａ
大

学
、

Ｂ
Ｂ

県
Ｂ

Ｂ
県

経
済

同
友

会

H
2
4
年

～
大

学
就

職
課

を
中

心
と

し
て

県
内

企
業

と
の

連
携

を
実

施

・
卒

業
者

に
占

め
る

、
地

域
内

就
職

者
の

割
合

・
卒

業
者

に
占

め
る

、
地

域
内

就
職

者
の

割
合

　
H
2
3
年

：
3
0
％

→
H
2
5
年

：
4
0
％

大
学

就
職

課
に

専
任

職
員

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
き

め
細

か
い

在
学

生
や

事
業

者
の

き
め

細
か

い
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

可
能

と
し

た

事
例

４
Ａ

Ａ
大

学
Ｂ

Ｂ
県

看
護

学
生

に
よ

る
予

防
的

家
庭

訪
問

実
習

を
通

し
た

地
域

の
ま

ち
づ

く
り

事
業

③

H
2
3
年

：
地

元
自

治
体

、
自

治
会

、
医

師
会

、
看

護
協

会
等

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

及
び

協
議

H
2
4
年

：
関

係
者

間
で

協
定

を
締

結

Ｂ
Ｂ

県
内

の
高

齢
化

の
進

む
地

域
に

お
い

て
、

Ａ
Ａ

大
学

の
学

生
が

予
防

的
家

庭
訪

問
実

習
を

継
続

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

高
齢

者
の

機
能

低
下

を
予

防
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

・
高

齢
者

に
対

す
る

継
続

的
な

家
庭

訪
問

を
実

施
し

、
高

齢
者

の
機

能
低

下
予

防
を

図
る

・
家

庭
訪

問
に

よ
っ

て
得

た
情

報
や

課
題

を
分

析
し

、
地

元
自

治
体

等
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

す
る

「
看

護
学

生
に

よ
る

予
防

的
家

庭
訪

問
実

習
を

通
し

た
地

域
の

ま
ち

づ
く

り
事

業
」

に
係

る
協

定 ・
Ａ

Ａ
大

学
、

Ｂ
Ｂ

県
、

Ｂ
Ｂ

県
医

師
会

、
Ｂ

Ｂ
県

看
護

会

H
2
4
年

～
H
2
8
年

・
家

庭
訪

問
実

習
を

Ａ
Ａ

大
学

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

組
み

込
む

・
本

事
業

の
推

進
会

議
を

主
催

し
、

関
係

者
間

と
の

連
携

調
整

を
図

る

学
生

の
看

護
ス

キ
ル

の
向

上
、

高
齢

者
の

引
き

こ
も

り
や

認
知

症
患

者
化

の
防

止
が

諮
ら

れ
る

。
ま

た
、

家
庭

訪
問

に
よ

っ
て

収
集

し
た

課
題

を
関

係
機

関
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
る

、
政

策
立

案
の

材
料

と
す

る

４
年

間
と

期
限

を
定

め
た

取
組

で
は

あ
る

が
、

成
果

を
踏

ま
え

て
、

H
2
9

年
以

降
の

継
続

に
つ

い
て

も
検

討

事
例

５
Ａ

Ａ
大

学
Ｂ

Ｂ
県

Ｂ
Ｂ

県
の

地
域

力
向

上
に

よ
る

防
災

ル
ネ

サ
ン

ス
④

H
2
3
年

：
東

日
本

大
震

災
の

発
災

を
機

に
、

Ａ
Ａ

大
学

に
防

災
研

究
所

を
設

置
H
2
4
年

：
Ｂ

Ｂ
県

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
、

協
定

を
締

結

Ｂ
Ｂ

県
は

東
海

圏
に

属
し

て
お

り
、

東
南

海
地

震
の

発
災

を
見

越
し

た
防

災
力

の
向

上
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

Ａ
Ａ

大
学

の
防

災
研

究
所

を
中

心
と

し
た

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
立

ち
上

げ
、

そ
の

成
果

を
α

α
県

の
防

災
政

策
へ

の
還

元
を

図
る

防
災

研
究

所
は

、
自

治
体

職
員

、
地

域
の

企
業

、
住

民
等

の
連

携
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

地
域

の
課

題
、

ニ
ー

ズ
の

洗
出

し
を

行
う

と
と

も
に

、
防

災
ま

ち
づ

く
り

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
で

、
適

切
な

防
災

対
策

へ
の

道
筋

を
つ

け
る

。

「
Ｂ

Ｂ
県

の
地

域
力

向
上

に
よ

る
防

災
ル

ネ
サ

ン
ス

」
に

係
る

協
定

・
Ａ

Ａ
大

学
、

Ｂ
Ｂ

県

H
2
4
年

～
H
2
5
年

Ａ
Ａ

大
学

防
災

研
究

所
に

お
い

て
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
地

域
の

課
題

、
ニ

ー
ズ

の
洗

出
し

を
行

う
と

と
も

に
、

防
災

ま
ち

づ
く

り
等

に
係

る
政

策
提

案
を

Ｂ
Ｂ

県
に

行
う

本
取

組
の

成
果

を
Ｂ

Ｂ
県

に
提

案
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

に
お

け
る

防
災

力
の

向
上

が
図

ら
れ

る

特
に

な
し

継
続

し
た

取
組

に
な

る
よ

う
な

工
夫

大
学

名

大
学

設
置

団
体

名
（

公
立

大
学

法
人

の
場

合
は

、
当

該
法

人
の

設
立

団
体

）

取
組

名
称

（
計

画
の

場
合

は
、

取
組

名
称

の
末

尾
に

【
計

画
】

と
記

入
す

る
こ

と
）

分
類

（
①

～
④

を
記

入
）

取
組

の
経

緯
（

当
該

取
組

が
開

始
さ

れ
る

ま
で

の
動

き
等

）
取

組
の

目
的

取
組

の
内

容

取
組

の
根

拠
（

当
該

取
組

の
根

拠
と

な
っ

た
、

協
定

や
契

約
の

名
称

と
締

結
者

を
記

入
）

取
組

期
間

（
例

：
H
○

年
～

H
△

年
）

取
組

に
お

け
る

大
学

の
果

た
す

主
な

役
割

取
組

の
効

果
（

具
体

的
な

指
標

の
提

示
が

困
難

な
場

合
は

、
定

性
的

な
効

果
を

記
述

）

記
入

例
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事
例

１

事
例

２

事
例

３

事
例

４

事
例

５

【
Ⅱ

　
官

学
産

金
民

の
連

携
に

取
り

組
ん

で
い

る
公

立
大

学
に

お
け

る
活

動
事

例
に

つ
い

て
】

大
学

設
置

団
体

記
入

欄
⇒

う
ち

従
事

す
る

職
員

の
人

件
費

う
ち

旅
費

う
ち

物
件

費
う

ち
委

託
費

う
ち

補
助

金
う

ち
国

庫
補

助
金

う
ち

地
方

自
治

体
の

補
助

金

う
ち

そ
の

他
特

定
財

源
備

考
う

ち
大

学
へ

の
補

助
金

う
ち

国
庫

補
助

金

う
ち

そ
の

他
特

定
財

源
備

考

２
（

１
）

3
4
,
5
0
0

4
,
0
0
0

0
5
0
0

3
0
,
0
0
0

0
1
7
,
0
0
0

0
0
地

域
産

業
活

性
化

補
助

金
（

1
7
,
0
0
0
千

円
、

◇
◇

省
）

Ｂ
Ｂ

県
は

、
も

の
づ

く
り

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

る
が

、
近

年
は

海
外

か
ら

の
安

価
な

輸
入

品
が

増
加

し
た

た
め

、
廃

業
に

追
い

込
ま

れ
る

中
小

事
業

者
が

多
く

な
っ

て
い

る

Ｂ
Ｂ

県
総

合
計

画
（

平
成

Ｆ
年

度
～

Ｇ
年

度
）

・
研

究
開

発
に

必
要

な
各

種
統

計
デ

ー
タ

の
提

供
0

0
0

0

１
（

１
）

9
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

5
,
0
0
0

0
0

0
3
,
0
0
0

0

Ｂ
Ｂ

県
は

大
都

市
圏

に
隣

接
し

て
い

る
地

域
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

大
都

市
圏

の
大

学
へ

の
進

学
が

容
易

で
あ

り
、

大
学

進
学

時
の

若
年

人
口

の
流

出
に

よ
る

、
人

口
減

少
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

Ｂ
Ｂ

県
教

育
振

興
計

画
（

平
成

Ｆ
年

度
～

Ｇ
年

度
）

・
施

設
整

備
に

係
る

補
助

金
を

支
出

し
、

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

を
設

置
可

能
な

環
境

を
整

備
す

る

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

0
0

１
（

１
）

5
,
3
5
0

5
,
0
0
0

5
0

3
0
0

0
0

0
0

0

Ｂ
Ｂ

県
は

大
都

市
圏

に
隣

接
し

て
い

る
地

域
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

大
都

市
圏

企
業

へ
の

就
職

が
容

易
で

あ
り

、
大

学
卒

業
時

の
若

年
人

口
の

流
出

に
よ

る
、

人
口

減
少

が
課

題
と

な
っ

て
い

る

Ｂ
Ｂ

県
教

育
振

興
計

画
（

平
成

Ｆ
年

度
～

Ｇ
年

度
）

・
Ａ

Ａ
大

学
と

連
携

し
Ｂ

Ｂ
県

主
催

の
就

職
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

5
0
0

0
0

0

１
（

０
）

3
,
2
0
0

3
,
0
0
0

0
2
0
0

0
0

0
0

0

Ｂ
Ｂ

県
は

高
齢

化
が

進
捗

し
て

お
り

、
高

齢
者

に
対

す
る

き
め

細
か

い
施

策
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

Ｂ
Ｂ

県
総

合
計

画
（

平
成

Ｆ
年

度
～

Ｇ
年

度
）

・
Ａ

Ａ
大

学
の

取
組

に
対

す
る

助
言

、
取

組
の

成
果

を
用

い
た

新
規

施
策

の
検

討

0
0

0
0

３
（

３
）

1
4
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

0
0

5
,
0
0
0

0
0

防
災

向
上

研
究

推
進

制
度

（
競

争
的

資
金

）
（

5
,
0
0
0
千

円
、

γ
γ

省
）

Ｂ
Ｂ

県
は

東
海

圏
に

属
し

て
お

り
、

東
南

海
地

震
の

発
災

を
見

越
し

た
防

災
力

の
向

上
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る

Ｂ
Ｂ

県
防

災
計

画
（

平
成

Ｆ
年

度
～

Ｇ
年

度
）

・
Ａ

Ａ
大

学
の

研
究

成
果

に
基

づ
き

、
県

民
に

対
す

る
防

災
教

育
・

防
災

訓
練

を
実

施
す

る

1
0
,
0
0
0

0
5
,
0
0
0

0
防

災
教

育
支

援
交

付
金

（
5
,
0
0
0
千

円
、

β
β

省
）

年
間

事
業

費
（

千
円

）
事

業
費

の
財

源
内

訳
（

千
円

）
　

※
３

取
組

に
従

事
す

る
大

学
協

職
員

数
（

人
）

※
１

年
間

事
業

費
（

千
円

）
　

※
２

事
業

費
の

財
源

内
訳

（
千

円
）

　
※

３

設
置

団
体

が
抱

え
る

地
域

課
題

当
該

地
域

課
題

に
係

る
対

応
策

の
計

画
等

へ
の

位
置

付
け

（
総

合
計

画
、

教
育

振
興

計
画

、
法

人
の

中
期

目
標

等
）

取
組

に
お

け
る

設
置

団
体

の
果

た
す

主
な

役
割
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【
Ⅲ
　
官
学
産
金
民
の
連
携
事
業
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
】

１
　
連
携
事
業
実
施
上
の
課
題

　
貴
大
学
が
官
学
産
金
民
等
と
の
連
携
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る
上
で
課
題
と
お
考
え
の
こ
と
な
ど
を
、
以
下
の
観
点
を
参
考
に
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
観
点
の
例
）
制
度
面
で
の
制
約
、
予
算
面
の
制
約
、
関
係
機
関
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
事
業
の
評
価
、
関
わ
る
人
材
の
育
成
。

２
　
連
携
事
業
実
施
の
た
め
の
支
援
方
策

　
貴

大
学

が
官

学
産
金
民
等
と
の
連
携
事
業
を

計
画

・
実

施
す

る
上

で
必

要
な

国
等

に
よ

る
支

援
に

は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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